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改訂履歴 

 

Date Version Author Description 

2020 / 01 / 17 2.0 Yosuke Kajimoto (UiPath) UiPath Orchestrator 2019.10.15 

2020 / 03 / 31 2.1 Hirotaka Takehana (UiPath) 

Yosuke Kajimoto (UiPath) 

Robot deploy 

 

 構築手順書に関しての留意事項 

本ドキュメントに記載されている ARM テンプレートは、事前の告知なく変更、 

改変されることがございますので予めご了承ください。  
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構成図 

本ドキュメント通りに作業を行った場合に作成される環境の構成のイメージ図です。 

 シングル構成の場合 

 

 

冗長構成の場合 
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本手順で構成されるリソース一覧 

 

・Orchestrator: 

リソース リソースの種類の名前 サンプルリソース名 

SQL Server/ 

SQL データベース 

Microsoft.Sql/servers 

Microsoft.Sql/servers/firewallrul

es 

Microsoft.Sql/servers/databases 

uipathazuredb 

uipathazuredb/AllowAllWindowsAz

ureIps 

uipathazuredb/uipathweb-db 

App Service Microsoft.Web/Sites 

Microsoft.Web/Sites/config 

Microsoft.Web/Sites/config 

Microsoft.Web/Sites/Extensions 

uipathweb 

uipathweb/web 

uipathweb/connectionstrings 

uipathweb/MSDeploy 

App Service プラン Microsoft.Web/serverFarms uipathweb-serviceplan 

ストレージ アカウント Microsoft.Storage/storageAccou

nts 

uipathwebsc 

Application Insights Microsoft.insights/components uipathweb-appin 

以下は App Service で複数 VM の場合 

仮想マシン Microsoft.Compute/virtualMachine

s 

haa-master 

haa1 

haa2 

ネットワークインタフェース Microsoft.Network/networkInterfa

ces 

haa-master-nic 

haa-nic1 

haa-nic2 

ディスク Microsoft.Compute/virtualMachine

s 

haa-

master_OsDisk_1_8a2e2127e6294f2

d83edf19431b17c74 

ネットワークセキュリティグループ  Microsoft.Network/networkSecurit

yGroups 

haa-nsg 

可用性セット  Microsoft.Compute/availabilitySet

s 

HAAset 
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パブリック IP アドレス Microsoft.Network/publicIPAddres

ses 

haa-master-pip 

haa-pip1 

haa-pip2 

※Microsoft Azure Website 利用者が所有するカスタムドメイン(独自ドメイン名)を使って SSL 証明書を取得し、 

 その証明書を Microsoft Azure Website で利用することも可能です。 

※各リソースの定義及び、リソースの依存関係は下記を参照 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/azure-resource-manager/resource-group-define-dependencies 

 

  

 

 

  

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/azure-resource-manager/resource-group-define-dependencies
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構築手順 

1. Azure signup 

a. https://portal.azure.com を開き、Microsoft Azure account が既にあれば、 

Sign in を行い、無ければ新しくアカウントを作成する 

 

2. Marketplace を利用した Orchestrator デプロイ 

 

a. https://azuremarketplace.microsoft.com にてログインし、検索窓に”uipath”と打つ 

 

 

  

https://azuremarketplace.microsoft.com/
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b. UiPath Orchestrator の “今すぐ入手する” を押下。 

すると、下記のようなポップアップが現れるので、”続行” を押下 

 

 

c. Azure のポータル画面に遷移するので、問題なければ、”作成”ボタンを押す 
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基本設定の構成を埋めて問題なければ、”OK” を押下 
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d. HAA の項目を埋めて問題なければ、”OK” を押下 

 

※ライセンスをお持ちの場合はここで入力してください。 
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※VM 台数が 1 台の場合は HAA の構築は下記のようにスキップする事ができます。 

 

 

e. Orchestrator SQL Settings を埋めて問題なければ、”OK” を押下 
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f. 概要で検証に成功し、問題なければ、”OK”を押下 
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g. 利用規約、プライバシーポリシーを一読し、問題なければ”作成” ボタンを押下 

 

 

  



 

                      
 

 
 

 

Azure環境 UiPath Orchestrator  構築手順書 12 

h. 作成ボタンを押下すると、デプロイが走り始めます。 

デプロイが完了すると、通知タブより確認できます。 

通知の”uipath-xxx.uipath_orchestrator_automated_depl-xxx”(xxx はデプロイごとに異なります)より 

デプロイしたリソースの概要が確認できます。 

  
 

 

 

 

これで Azure Marketplace を利用した Orchestrator デプロイの一連の流れは終了です。 
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3. OC にアクセス 

デプロイが完了したら OC にアクセスする 

 

a. ホーム > リソースグループ > 対象のリソースグループ(今回は uipathOC-RG01) 

> 対象の Apps サービス名 を押下 

  

 

b. Web apps サービスの詳細が表示されるので、URL の欄に表示される Orchestrator の URL(今回は

https://uipathoc-7wty3sbgpmyue.azurewebsites.net)を押下し、Orchestrator にアクセスする。 
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c. Orchestrator のログインにて管理者アカウントで正常にログインできることを確認。 

 

Orchestrator のデフォルト管理者ユーザーおよびパスワードは次の通り： 

⚫ Username: admin 

⚫ Password: 890iop 

 

 

 

d. 初回ログイン時にパスワードの変更を求められるので、任意のパスワードに変更する。 
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e. ログインして、パラメータで指定したバージョンになっている事を確認。 

  

 

以下を参考に、Orchestrator に適切なライセンスファイルをアップロードしてください。 

(参考) https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/license-orchestrator 

 

4. HAA にアクセス 

リソースグループ内の HAA 用のマスターノードにアクセスする。 

AuzreVM 内の HAAmaster 内の DNS 名でアクセスする。 

 

 

 

https://www.uipath.com/ja/resources/knowledge-base/license-orchestrator
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DNS 名を確認したら下記 URL にアクセス 

https://[DNS 名]:8443 

 

下記の画面が表示されるので OC デプロイ時に設定した HAA 用の Credential でログインする。 

 

 

ログインすると下記の画面に遷移する。 

 

https://[dns/
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5. Azure Marketplace を利用した Robot デプロイ 

 

https://azuremarketplace.microsoft.com にログインし、検索窓に”uipath”と入力する。 

検索結果の”UiPath Robot”を押下。 

 

 

 

UiPath Robot の概要ページが表示されるので、問題がなければ ”今すぐ入手する” を押下。 

 

 

 

“続行” を押下する。 

 

 

  

https://azuremarketplace.microsoft.com/
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“1. 基本設定の構成” に必要な情報を入力し、問題なければ、”OK” を押下 
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“2. Orchestrator Connection Info” に必要な情報を入力し、問題なければ、”OK” を押下 
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“3. Virtual Machine Settings” に必要な情報を入力し、問題なければ、”OK” を押下 
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“4. 概要” で検証に成功することを確認。問題なければ、 ”OK” を押下 

 

 

 

  



 

                      
 

 
 

 

Azure環境 UiPath Orchestrator  構築手順書 23 

“5. 購入” で、利用規約、プライバシーポリシーを一読し、問題なければ ”作成” ボタンを押下 

 

 

  



 

                      
 

 
 

 

Azure環境 UiPath Orchestrator  構築手順書 24 

作成ボタンを押下すると、デプロイが開始する。通知タブよりデプロイの状況確認が可能。 

 

 

 

デプロイが完了すると、通知からデプロイしたリソースの概要が確認可能。 

 

 

 

デプロイが完了。 
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6. デプロイしたロボットの確認 

 

デプロイが完了したら仮想マシンにアクセスする 

ホーム→リソースグループ→対象リソースグループ(今回は uipath-robot)→仮想マシン(今回は uipathrobot1) を押下 

 

 

接続 → RDP を押下 

 

 

デプロイ時に指定したユーザー名/パスワードで、RDP 接続する 
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6-1  “Unattended” もしくは “Development with Studio” をデプロイした場合 

対象の Orchestrator と自動接続される 

（ロボットをデプロイする前に、Orchestrator に必要なライセンスをアクティベートしておくことが前提） 

 

タスクトレイにあるロボットトレイを開く 

 

 

 

右上の歯車マークから、 ”Orchestrator Settings” を開く 
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Status が “Connected, licensed” となっていることを確認。デプロイ時に設定した Orchestrator URL と接続されている。 
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6-2  “Attended” もしくは “NonProduction” をデプロイした場合 

対象の Orchestrator と自動接続されない。そのため、手動で Orchestrator への接続設定を行う 

 

Orchestrator にログインする 

 

 

 

画面左下の “Machines” を選択し、右上の Add から Standard Machine を選択 
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Name に、デプロイした仮想マシンのホスト名を入力する（今回は uipathar1） 

 

 

 

作成された Machine の右メニューから”Edit”を押下 

 

 

 

表示されたウィンドウから、Machine Key をコピー 

 

 

 

続いて、デプロイした仮想マシンのデスクトップを開き、タスクトレイにあるロボットトレイを開く 
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右上の歯車マークから、 ”Orchestrator Settings” を開く 

 

 

 

コピーした Machine Key と Orchestrator URL を入力し、”Connect” を押下。Status が Unlicensed になることを確認 

 

 

 

Orchestrator 上で Robot を作成することで、Status が Connected, licensed となります。  
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7. Tips (Web.config の編集方法) 

WindowsAuthenticationを有効化する方法 

 

App Service Editor を利用する。 

 

下記の様に加筆修正する。 

 

 

 

 

※AD グループが属している Windows ドメインを “WindowsAuth.Domain” パラメーターに入力します。 

 

AppService “再起動” を実行 

<add key="WindowsAuth.Enabled" value="true" /> 

<add key="WindowsAuth.Domain" value="uipath.local" /> 
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Window 認証のアイコンがログイン画面に表示されている事を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


